
「知内町空家等の適切な「知内町空家等の適切な
管理に関する条例」管理に関する条例」

全会一致で可決全会一致で可決
知
内
町
空
家
等

の
適
切
な
管
理

に
関
す
る
条
例

【
概
要
】

　

近
年
、
少
子
高
齢
化
や
既
存

住
宅
の
老
朽
化
、
住
宅
に
対
す

る
社
会
的
ニ
ー
ズ
の
変
化
等
を

背
景
に
「
空
家
等
」
が
増
加
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
適
切
な
管
理
が
行
な

わ
れ
な
い
ま
ま
放
置
さ
れ
て
い

る
空
家
等
は
、
倒
壊
の
危
険
や

景
観
へ
の
阻
害
な
ど
多
岐
に
わ

た
る
問
題
を
生
じ
さ
せ
、
地
域

住
民
の
生
活
環
境
に
深
刻
な
影

響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
背
景
を
踏
ま
え
、

国
で
は
、「
空
家
等
対
策
の
推
進

に
関
す
る
特
別
措
置
法
」（
以

下
「
空
家
法
と
い
う
。」）
を
施

行
さ
せ
、
国
、
都
道
府
県
、
市

町
村
、
所
有
者
等
の
そ
れ
ぞ
れ

責
務
を
定
め
、
空
家
等
へ
の
対

策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推

進
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

　

当
町
に
お
い
て
も
、
空
家
法

に
基
づ
く
効
果
的
な
空
家
等
対

策
の
実
施
に
向
け
、
こ
の
た
び

「
知
内
町
空
家
等
の
適
切
な
管

理
に
関
す
る
条
例
」
が
制
定
さ

れ
、
特 

定
空
家
等
※
の
所
有
者

等
に
対
し
、
必
要
な
措
置
を
と

る
よ
う
、
助
言
又
は
指
導
、
さ

ら
に
は
勧
告
・
命
令
を
す
る
と

と
も
に
、
な
お
も
履
行
し
な
い

と
き
は
、
そ
の
措
置
を
町
が
代

執
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
本
条
例
に
基
づ
き
、

地
域
住
民
の
良
好
な
生
活
環
境

の
保
全
と
安
全
安
心
な
ま
ち
づ

く
り
が
推
進
さ
れ
る
こ
と
と
な

り
ま
す
。

平成29年平成29年

第第４４回回

　空家法では特定空家等の定義を次のように定めています。
① そのまま放置すれば倒壊等著しく保安上危険となるおそれのあ
る状態
② そのまま放置すれば著しく衛生上有害となるおそれのある状態
③ 適切な管理が行なわれていないことにより著しく景観を損なっ
ている状態
④ その他周辺の生活環境の保全を図るために放置することが不適
切である状態

【特定空家等とは？】



第４回定例会の概要

質
疑　

特
定
空
家
等
の
認
定
基

準
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
。

企
画
振
興
係
長　

北
海
道
が
定

め
た
判
断
基
準
に
準
拠
し
、
町

独
自
の
基
準
を
作
成
し
て
い
ま

す
。
特
定
空
家
等
の
定
義
と
し

て
定
め
ら
れ
て
い
る
４
つ
の
観

点
に
基
づ
い
て
、
調
査
を
進
め

て
い
ま
す
。

質
疑　

特
定
空
家
等
に
認
定
さ

れ
る
と
、
建
っ
て
い
る
宅
地
の

固
定
資
産
税
が
６
倍
に
上
が
る

と
騒
が
れ
て
い
る
が
。

総
務
企
画
課
長　

特
定
空
家
等

の
所
有
者
に
対
し
て
は
、
相
当

の
期
限
を
定
め
て
、
助
言
又
は

指
導
さ
ら
に
は
勧
告
・
命
令
と
、

段
階
的
に
必
要
な
措
置
を
講
ず

る
よ
う
に
求
め
ま
す
が
、
固
定

資
産
税
に
お
け
る
住
宅
用
地
の

特
例
※
に
つ
い
て
は
、
勧
告
を

し
た
時
点
か
ら
適
用
が
受
け
ら

れ
な
く
な
る
制
度
と
な
っ
て
い

ま
す
。

質
疑　

知
内
町
空
家
等
市
場
流

通
活
性
化
支
援
事
業（
仮
称
）と

し
て
、
①
「
北
海
道
空
家
情
報

バ
ン
ク
」
登
録
等
に
関
す
る
支

援
、
ま
た
、
事
業
費
の
½
（
上

限
30
万
円
）
を
支
援
す
る
、
②

家
財
道
具
等
処
分
費
支
援
、
③

周
辺
環
境
整
備
支
援
と
あ
る
が
、

②
や
③
に
対
す
る
支
援
は
①
の

情
報
バ
ン
ク
へ
の
登
録
を
条
件

と
し
て
い
る
の
か
。

総
務
企
画
課
長　

必
ず
し
も
情

報
バ
ン
ク
へ
の
登
録
を
絶
対
条

件
と
し
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
あ
く
ま
で
も
そ
の

空
家
等
を
利
活
用
し
て
い
た
だ

く
こ
と
を
支
援
す
る
た
め
の
制

度
で
す
。

質
疑　

空
家
等
の
市
場
流
通
の

活
性
化
を
図
る
こ
と
が
目
的
で

あ
れ
ば
、
情
報
バ
ン
ク
へ
の
登

録
を
前
提
と
し
て
、
そ
れ
に
向

け
た
環
境
整
備
へ
の
支
援
と
位

置
付
け
る
べ
き
と
考
え
る
が
。

総
務
企
画
課
長　

ご
指
摘
に
つ

い
て
は
、
そ
の
通
り
だ
と
思
い

ま
す
の
で
、
今
後
、
そ
の
よ
う

な
方
向
で
整
理
を
し
ま
す
。

質
疑　

特
定
空
家
等
の
所
有
者

が
必
要
な
措
置
を
講
じ
ず
、
行

政
が
代
執
行
し
た
場
合
、
支
援

制
度
を
適
用
す
る
こ
と
な
く
、

掛
か
る
費
用
の
全
額
は
、
所
有

者
か
ら
徴
収
す
る
こ
と
に
な
る

の
か
。

総
務
企
画
課
長　

代
執
行
に
至

る
に
は
、
勧
告
を
し
、
命
令
を

し
て
、
な
お
も
必
要
な
措
置
が

講
じ
ら
れ
な
い
場
合
と
な
り
、

そ
の
段
階
で
は
除
却
に
関
す
る

支
援
制
度
は
活
用
で
き
な
い
こ

と
と
な
る
の
で
、
全
額
を
一
旦
、

町
が
負
担
し
、
そ
の
全
額
を
所

有
者
か
ら
徴
収
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　住宅用地について、その税負担を軽減する必要から固定資
産税の課税標準の特例措置が設けられています。
・小規模住宅用地
　　1戸当り200㎡以下の住宅用地は課税標準額が1/6
・一般住宅用地
　 　小規模住宅用地の部分を超えて、住宅の床面積の10倍を
超えない範囲は、課税標準額が1/3

※特定空家等に認定され、必要な措置の勧告の対象となると、
住宅用地の特例が受けられなくなります。

【住宅用地の特例とは？】

質
疑

企
画
振
興
係
長

質
疑

総
務
企
画
課
長

質
疑

総
務
企
画
課
長

質
疑

総
務
企
画
課
長

質
疑

総
務
企
画
課
長

町で検討されている空家等に対する支援策
事　業　名 支援内容

【支援期間：Ｈ30～Ｈ33】 補助額

知内町空家等市場流
通活性化支援事業
（仮称）

① 「北海道空き家情報バンク」登録等に係る支援
②家財道具等処分費支援
③周辺環境整備費支援

事業費１/２
（上限30万円）

知内町空家等長期活
用支援事業（仮称）

概ね１年間居住がない、又はその他の使用実績が
ない空家を購入し、自ら居住する場合に改修等に
かかる費用の一部を支援

事業費１/２
（上限100万円）

知内町空家等除却支
援事業（仮称）

固定資産税課税台帳に登載されている空家等を除
却する場合にその費用の一部を支援

事業費１/２
（上限60万円）
下限事業費20万円



補

正

予

算

■
平
成
29
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
９
号
）

　

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
に
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
，

８
３
６
万
６
千
円
を
追
加
し
、

49
億
６
，
０
８
０
万
円
と
し
ま

し
た
。

❖
総
務
企
画
課
関
係
予
算
❖ 

▼ 

社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
に

係
る
総
合
行
政
シ
ス
テ
ム
改

修
委
託
料
と
し
て
１
０
３
万

２
千
円
を
計
上

▼ 

ふ
る
さ
と
納
税
謝
礼
等
特
産

品
購
入
費
に
３
０
０
万
円
を

追
加

▼ 

ふ
る
さ
と
納
税
推
進
事
業
委

託
料
に
50
万
円
を
追
加

❖
地
域
創
生
推
進
室
関
係
予
算
❖ 

▼ 

し
り
う
ち
地
域
産
業
担
い
手

セ
ン
タ
ー
備
品
と
し
て
６
５

０
万
円
を
計
上

❖
地
域
創
生
推
進
室
関
係
質
疑
❖

質
疑　

し
り
う
ち
地
域
産
業
担

い
手
セ
ン
タ
ー
備
品
の
テ
ー
ブ

ル
や
椅
子
は
、
地
域
材
を
使
用

し
た
製
品
か
。

地
域
創
生
推
進
室
長　

平
成
25

年
に
「
知
内
町
地
域
材
活
用
推

進
方
針
」
を
策
定
し
て
お
り
、

公
共
施
設
の
備
品
に
関
し
て
は

可
能
な
範
囲
で
地
域
材
を
活
用

す
る
方
針
と
し
て
い
ま
す
の
で
、

担
い
手
セ
ン
タ
ー
の
テ
ー
ブ
ル

や
椅
子
に
つ
い
て
も
、
で
き
る

だ
け
地
域
材
を
活
用
し
た
製
品

を
想
定
し
て
い
ま
す
。

❖
生
活
福
祉
課
関
係
予
算
❖

▼ 

通
知
カ
ー
ド
・
個
人
番
号
カ

ー
ド
関
連
事
務
委
託
料
に
１

１
１
万
８
千
円
を
追
加

▼ 

障
害
者
介
護
給
付
費
・
訓
練

等
給
付
費
に
１
，
０
１
５
万

１
千
円
を
追
加

▼ 

平
成
28
年
度
障
害
者
自
立
支

援
給
付
費
国
庫
負
担
金
返
還

金
と
し
て
41
万
円
を
計
上

▼ 

養
育
医
療
費
と
し
て
65
万
９

千
円
を
追
加

▼ 

保
育
園
委
託
料
と
し
て
６
１

６
万
円
を
追
加

❖
産
業
振
興
課
関
係
予
算
❖

▼ 

産
地
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業
補

助
金
か
ら
１
４
９
万
５
千
円

を
減
額

▼ 

施
設
園
芸
（
ハ
ウ
ス
）
栽
培

拡
大
事
業
補
助
金
と
し
て
39

万
２
千
円
を
計
上

❖
産
業
振
興
課
関
係
質
疑
❖

質
疑　

産
地
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事

業
※
の
そ
ば
収
穫
機
導
入
事
業

が
目
標
作
付
面
積
の
確
保
が
困

難
に
な
り
中
止
と
な
っ
た
が
、

具
体
的
な
理
由
は
。

産
業
振
興
課
長　

こ
の
事
業
は

「
知
内
町
豆
類
機
械
作
業
受
託

組
合
」
が
取
組
主
体
と
な
っ
て

収
穫
機
械
を
導
入
す
る
計
画
で

し
た
が
、
受
託
組
合
に
加
入
し

て
い
る
農
業
者
の
中
に
、
自
身

で
収
穫
機
械
を
導
入
さ
れ
た
方

が
お
り
、
そ
の
分
の
作
付
面
積

の
減
少
か
ら
、
目
標
作
付
面
積

の
確
保
が
困
難
と
な
り
導
入
事

業
を
中
止
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

質
疑

地
域
創
生
推
進
室
長

役場事務所のカウンターにも地域材を活用

質
疑

産
業
振
興
課
長

　水田・畑作・野菜等について、地域の営農戦略として
定めた「産地パワーアップ計画」に基づき、意欲のある
農業者等が高収益作物の栽培体系への転換を図る取組
に必要な機械や機器のリース導入に要する経費、施設整
備に必要な経費等を１／２以内の補助率で支援する農林
水産省の事業。

【産地パワーアップ事業とは？】



第４回定例会の概要

❖
教
育
委
員
会
関
係
予
算
❖

▼ 

教
育
振
興
基
金
積
立
金
（
ふ

る
さ
と
納
税
寄
附
金
分
）
に

１
４
５
万
円
を
追
加

❖
教
育
委
員
会
関
係
質
疑
❖

質
疑　

以
前
に
質
問
し
た
小
・

中
学
生
に
対
す
る
就
学
援
助
費

入
学
準
備
金
の
早
期
支
給
に
つ

い
て
、
今
回
、
補
正
予
算
が
計

上
さ
れ
て
い
な
い
が
、
年
度
内

に
は
支
給
で
き
な
い
と
い
う
判

断
か
。

学
校
教
育
課
長　

就
学
援
助
費

の
入
学
準
備
金
に
つ
い
て
は
、

年
度
内
に
支
給
す
る
準
備
を
進

め
て
い
ま
す
が
、
現
在
の
予
算

額
の
範
囲
で
対
応
で
き
る
と
判

断
し
、
補
正
予
算
と
し
て
は
計

上
し
て
い
ま
せ
ん
。

質
疑　

知
内
高
等
学
校
前
の
横

断
歩
道
が
夜
に
な
る
と
非
常
に

危
な
い
と
い
う
話
を
よ
く
耳
に

す
る
。
実
際
に
現
場
に
立
っ
て

み
た
が
、
ど
の
照
明
灯
も
非
常

に
暗
く
、
生
徒
の
横
断
に
も
危

険
を
感
じ
る
の
で
改
善
を
し
て

ほ
し
い
。

総
務
企
画
課
長　

町
内
の
防
犯

灯
を
全
て
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
替
え
る
た

め
、
現
在
、
調
査
を
進
め
て
い

ま
す
が
、
高
等
学
校
前
の
照
明

に
つ
い
て
は
地
区
の
町
内
会
長

か
ら
も
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
の

で
、
各
学
校
の
児
童
生
徒
の
安

全
を
図
る
上
で
も
、
照
度
を
上

げ
て
対
応
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

知内高等学校前の横断歩道

町公式ＷＥＢサイトの
トップページ下部右の
「知内町議会」をクリック

知内町議会ページ中央
の「知内町議会インター
ネット中継」をクリック

視聴に関する注意事項
ページ下部の「議会中
継」（バナー）をクリック

ユーストリーム社サイト
の知内町議会チャンネ
ルが表示されます

質
疑

学
校
教
育
課
長

質
疑

総
務
企
画
課
長



そ
の
他
の
議
案

■
知
内
町
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

■
町
長
、
副
町
長
及
び
教
育
長

に
対
す
る
期
末
手
当
支
給
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

【
概
要
】

　

人
事
院
勧
告
※
に
準
じ
て
、

町
長
、
副
町
長
、
教
育
長
の
期

末
手
当
を
０
．
１
ヶ
月
引
き
上

げ
る
改
正
で
、
平
成
29
年
12
月

に
開
催
さ
れ
た
特
別
職
報
酬
審

議
会
に
お
い
て
は
、
０
．
１
ヶ

月
の
引
き
上
げ
は
妥
当
と
の
答

申
が
あ
っ
た
。

質
疑　

人
事
院
勧
告
に
準
ず
る

形
で
期
末
手
当
を
引
き
上
げ
る

改
正
で
あ
る
が
、
引
き
上
げ
の

理
由
を
、「
民
間
給
与
と
の
較

差
を
埋
め
る
こ
と
」
と
「
民
間

の
支
給
状
況
を
踏
ま
え
手
当
に

配
分
す
る
」
と
し
て
い
る
。
以

前
か
ら
、
全
国
的
な
状
況
で
比

較
し
た
人
事
院
勧
告
と
は
別
に
、

町
内
の
民
間
事
業
所
の
現
状
や

雇
用
状
況
を
調
査
す
る
べ
き
と

要
望
し
て
い
る
が
、
調
査
は
行

な
わ
れ
て
い
る
の
か
。

総
務
企
画
課
長　

町
内
の
民
間

事
業
者
の
給
与
水
準
に
関
す
る

調
査
は
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
調

査
自
体
は
、
対
象
の
方
々
か
ら

の
理
解
が
得
ら
れ
れ
ば
可
能
と

考
え
て
い
ま
す
が
、
町
内
の
民

間
企
業
と
の
比
較
は
想
定
も
し

て
い
ま
せ
ん
。
公
務
員
の
給
与

は
、
ど
の
自
治
体
も
同
様
の
勤

務
実
態
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

近
隣
町
と
の
均
衡
を
保
つ
必
要

性
か
ら
も
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り

人
事
院
勧
告
に
対
応
し
た
給
与

体
系
を
維
持
す
べ
き
と
考
え
て

い
ま
す
。

反
対
討
論
〔
西
山
議
員
〕
改
正

の
理
由
と
し
て
、
民
間
給
与
と

の
較
差
０
．
15
％
埋
め
る
、
そ

し
て
、
も
う
１
つ
に
民
間
支
給

状
況
等
を
踏
ま
え
て
、
勤
勉
手

当
に
配
分
す
る
、
ま
ず
、
そ
の

民
間
の
状
況
が
把
握
で
き
な
い

以
上
、
こ
の
案
件
に
は
賛
成
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
反
対
致
し
ま

す
。

反
対
討
論
〔
松
井
議
員
〕
以
前

か
ら
民
間
と
の
調
査
を
要
望
し

て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
そ
れ

は
い
ま
だ
か
つ
て
出
て
き
て
い

な
い
。
そ
の
辺
の
確
立
か
ら
き

ち
ん
と
答
弁
な
さ
れ
て
い
な
い

の
で
あ
れ
ば
、
こ
の
案
件
に
つ

い
て
は
、
賛
成
で
き
か
ね
る
と

い
う
こ
と
で
反
対
し
ま
す
。

〔
採
決
結
果
〕

賛
成
議
員
・
・
・
・
・
・
７
人

　
　

五
十
嵐
議
員
、
花
井
議
員

　
　

吉
田
議
員
、
成
澤
議
員

　
　

木
村
議
員
、
笠
松
議
員

　
　

谷
口
議
員

反
対
議
員
・
・
・
・
・
・
２
人

　
　

松
井
議
員
、
西
山
議
員

質
疑

総
務
企
画
課
長

反
対
討
論

反
対
討
論



第４回定例会の概要

■
議
会
議
員
に
対
す
る
期
末
手

当
の
支
給
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

【
概
要
】

　

人
事
院
勧
告
に
準
じ
て
、
議

会
議
員
の
期
末
手
当
を
０
．
１

ヶ
月
引
き
上
げ
る
改
正
で
、
町

長
、副
町
長
、教
育
長
に
対
す
る

期
末
手
当
と
同
様
に
、
特
別
職

報
酬
審
議
会
に
お
い
て
は
、
０
．

１
ヶ
月
の
引
き
上
げ
は
妥
当
と

の
答
申
が
あ
っ
た

反
対
討
論
〔
西
山
議
員
〕
先
ほ

ど
と
同
じ
理
由
に
な
り
ま
す
が
、

改
正
の
概
要
で
、
民
間
給
料
と

の
較
差
０
．15
％
埋
め
る
と
、そ

し
て
、
も
う
１
つ
の
理
由
と
し

て
、
民
間
の
支
給
状
況
等
を
踏

ま
え
、
勤
勉
手
当
等
に
配
分
す

る
と
い
う
、
そ
れ
ぞ
れ
の
理
由

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
理
由
が
明

確
に
さ
れ
な
い
以
上
、
本
案
に

は
賛
成
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
反

対
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

〔
採
決
結
果
〕

賛
成
議
員
・
・
・
・
・
・
７
人

　
　

五
十
嵐
議
員
、
花
井
議
員

　
　

吉
田
議
員
、
成
澤
議
員

　
　

木
村
議
員
、
笠
松
議
員

　
　

谷
口
議
員

反
対
議
員
・
・
・
・
・
・
２
人

　
　

松
井
議
員
、
西
山
議
員

■
平
成
29
年
度
知
内
町
国
民
健

康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
３
号
）
に
つ
い
て

■
平
成
29
年
度
知
内
町
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）
に
つ
い
て

■
平
成
29
年
度
知
内
町
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３

号
）
に
つ
い
て

■
平
成
29
年
度
知
内
町
公
共
下

水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）
に
つ
い
て

■
平
成
29
年
度
知
内
町
水
道
事

業
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

に
つ
い
て

■
地
方
自
治
法
第
２
０
３
条
及

び
第
２
０
３
条
の
２
に
定
め
あ

る
者
に
対
す
る
報
酬
及
び
費
用

弁
償
支
給
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　国の機関である人事院では、国家公務員と民間の給与や特別
給を調査した上で、精密に比較し、得られた較差を埋めること
を基本に内閣に対し勧告を行なっています。
　人事院勧告の直接の対象は国家公務員ですが、人事委員会が
置かれていない自治体においては、人事院や都道府県の勧告を
受けて、給与改定方針が決定されることとなります。（平成29
年度の勧告では、月例給0.15％、特別給0.1ヶ月の引き上げが
勧告されました。）

【人事院勧告（給与勧告）とは？】

反
対
討
論



追

加

議

案

■
平
成
29
年
度
知
内
町
水
道
事

業
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

に
つ
い
て

【
概
要
】

　

浄
水
場
の
維
持
管
理
に
関
す

る
技
術
上
の
業
務
を
、
平
成
30

年
度
か
ら
３
ヵ
年
の
期
間
で
民

間
委
託
し
た
い
た
め
、
債
務
負

担
行
為
の
上
限
額
の
設
定
を
す

る
補
正
予
算
。

質
疑　

平
成
30
年
度
か
ら
浄
水

場
維
持
管
理
業
務
を
隣
町
と
の

連
携
に
よ
り
民
間
委
託
し
た
い

と
の
こ
と
だ
が
、
選
定
業
者
と

の
契
約
に
よ
り
、
従
事
者
を
町

内
に
在
住
さ
せ
、
管
理
し
て
も

ら
う
考
え
は
あ
る
の
か
。

建
設
水
道
課
長　

委
託
業
者
の

選
定
に
お
い
て
、
必
ず
１
名
在

住
さ
せ
る
こ
と
を
必
須
条
件
と

す
る
こ
と
は
難
し
い
で
す
が
、

浄
水
場
の
管
理
は
夜
間
も
あ
り

ま
す
の
で
、
１
名
は
町
内
に
在

住
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

■
町
長
の
給
料
の
特
例
に
関
す

る
条
例
に
つ
い
て

【
概
要
】

　

職
員
の
懲
戒
処
分
事
案
を
受

け
、
町
長
の
給
料
を
平
成
30
年

１
月
に
限
り
、
月
額
の
１
０
０

分
の
10
を
減
額
す
る
も
の
と
す

る
条
例
。

質
疑　

今
回
の
事
案
は
、
大
変
、

残
念
だ
が
、
復
職
に
あ
た
っ
て

は
、
公
務
員
と
し
て
の
責
務
を

全
う
す
る
こ
と
を
確
約
し
た
上

で
復
職
を
認
め
た
の
か
。

町
長　

12
月
１
日
付
け
で
復
職

を
認
め
、
停
職
４
ヶ
月
の
懲
戒

処
分
と
し
た
が
、
そ
の
際
に
、

「
事
案
を
重
く
受
け
止
め
、町
民

の
付
託
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
に

努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」

と
い
う
こ
と
を
本
人
に
伝
え
た
。

反
対
討
論
〔
松
井
議
員
〕
今
回

の
事
案
に
つ
い
て
は
、
３
年
間

の
休
職
中
の
事
案
で
あ
り
、
当

然
、
休
職
中
の
所
属
先
に
責
任

が
あ
っ
て
然
る
べ
き
で
す
。
町

長
が
休
職
を
許
可
し
た
責
任
を

取
る
と
い
う
形
で
今
回
、
議
案

が
出
さ
れ
た
が
、
私
は
取
る
必

要
は
な
い
と
考
え
ま
す
。
よ
っ

て
、
私
は
本
案
に
つ
い
て
、
反

対
す
る
も
の
で
す
。

賛
成
討
論
〔
谷
口
議
員
〕
こ
れ

は
、
町
職
員
と
い
う
、
原
則
が

あ
る
わ
け
で
す
か
ら
、
誰
か
が

責
任
を
取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
こ
と
で
、
そ
の
管
理

の
部
分
で
は
、
ト
ッ
プ
で
あ
る

町
長
が
当
然
取
る
も
の
だ
と
思

い
ま
す
の
で
、
今
回
の
議
案
に

対
し
て
は
、
私
は
賛
成
を
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

〔
採
決
結
果
〕

賛
成
議
員
・
・
・
・
・
・
７
人

　
　

花
井
議
員
、
吉
田
議
員

　
　

成
澤
議
員
、
西
山
議
員

　
　

木
村
議
員
、
笠
松
議
員

　
　

谷
口
議
員

反
対
議
員
・
・
・
・
・
・
２
人

　
　

五
十
嵐
議
員
、
松
井
議
員

意

見

書

案

　

本
定
例
会
に
お
い
て
次
の
意

見
書
案
が
審
議
さ
れ
、
原
案
の

と
お
り
採
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
意
見
書
は
町
民
の
要

望
事
項
と
し
て
内
閣
総
理
大
臣

ほ
か
関
係
大
臣
等
へ
提
出
し
ま

し
た
。

１
．
安
全
・
安
心
の
医
療
・
介

護
の
実
現
と
夜
勤
交
替
制
労
働

の
改
善
を
求
め
る
意
見
書

２
．
核
兵
器
禁
止
条
約
に
速
や

か
に
署
名
し
批
准
す
る
こ
と
を

求
め
る
意
見
書

質
疑

建
設
水
道
課
長

質
疑

町
長

賛
成
討
論

反
対
討
論
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